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1部 3円

明

書

用

紙

な

ど

を

貰

い

、

手

続

一

×

×

一
に
な
っ
宅
い
ま
す
。

を

く

わ

し

く

聞

い

て

不

在

者

投

一

×

は

一

こ
の
国
体
募
金
に
は
、
法
人

一

×

〉

一団
体
を
対
象
に
六
二

O
万
円
、

票
用
紙
の
請

求

が

で

き

ま

す

。

一

以

以

士

般

市

民

一
世
帯
当
り
二
百
円

一

×

×

一
と
し
一
七

O
万
円
、
学
校
や
市

…字

の

書

け

な

い

と

き

…一

待
望
の
第
十
三
回
国
民
体
育
一
チ
1

ム
で
技
を
競
う
こ
と
に
な
ラ
グ
ビ

ー
、
パ
レ
1

ポ
ー

と
職
員

一
五
万
円
を
目
標
に
募
金

一
は

代

理

投

票

が

で

き

…
一
大
会
も
半
年
あ
と
に
迫
っ
て
ま

一
っ
て
お
り
、
選
手
お
よ
そ
て

一
の
二
種
目
を
開
催
す
る
た
め
に

一を
進
め
る
こ
と
に
さ
き
に
実
行

…
ま

す

…一

、
り
ま
し
こ
。

一
ニ
O
O名
と
相
当
の
一
般
客
が

一
パ
レ
1

コ
l

ト
の
新
設
、
ラ
グ

一委
員
会
に
お
い
て
き
め
、
現
在

一
し
そ
し
て
リ
県
下
二
一
市
町
、
一
来
市
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

一
ピ
1
グ
ラ
ン
ド
の
整
地
、
道
路

一募
金
懇
請
班
を
編
成
し
、
実
行

…

身
体
の
故
障
や
文
官
な
ど

…一
六
一
会
場
に
わ
た
り
、
三

O
種
一
す
o

こ
の
よ
う
な
国
家
的
祭
典

一
の
整
備
、
体
育
館
の
改
装
な
ど

一委
員
の
方
が
法
人
、
団
体
を
ま

一時
ば
長
持
一
叶
局
長
試
軒
一
信
長

2
誌
一品
吋
伝
法
廷
討
一即
応
…
開
部
市

…
日
投
票
所
へ
来
て
、
そ
の
旨

…一
御
臨
席
の
も
と
に
全
国
か
ら
選
一
光
の
宣
伝
、
歓
迎
準
f
等
U
二
備
費
、
競
技
費
、
恥
務
局
の
費
一
で
いい。

一申
し
出
れ
ば
代
理
に
書
い
て

…一
ば
れ
た
一
万
数
千
の
若
人
が
華
一
時
に
多
額
の
臨
時
経
費
が
必
要

一用
な
ど
に
九
O
O万
円
、
あ
わ

一

国
体
を
円
滑
に
運
営
で
き
る

…
11111じ
古

住

民

流

行

一

許

認

長

立

一
ロ

ド

批

即

日

日

間

三

日

院

議

出

諸

国

-

司

副

寸

一

今

か

ら

な

感

激

に

胸

が

お

ど

一

か

も

充

実

し

た

国

体

に

し

よ

う

一

こ
れ
に
は
市
交
付
金
、
、
県
補

一
こ
の
よ
う
な
多
額
の
経
費
を
投

網

劉

随

一

ず

か

と

な

り

ま

し

た

o

こ

の

選

挙

は

二

大

政

黛

下

に

お

け

選

挙

公

報

の

F
一
る
も
の
カ
あ
り
ま
す
o

こ
の
意

一

弘

許

制

読

料

一助
金
、
入
場
料
な
ど
で
約
一
、

一じ
て
整
備
し
た
施
設
が
体
育
向

欄

顕

一

る

初

め

て

の

選

挙

で

も

あ

り

ま

す

o

衆
議
院
議
員
選
挙
公
報
と
最

高

諮

問

抗

告

ぽ

一

迫

し

て

お

り

、
市
費
だ
け
で
は

一
一
O
O万
円
、
残
り
の
八
百
万

一上
の
礎
と
し
て
氷
く
親
し
ま
れ

翻

幽

一

私

た

ち

の

一

票

が

国

の

政

治

を

動

か

し

、

私

た

ち

の

台

高

裁

判

所

裁

判

官
審
査
公
報
が

一
は
、
郷
土
の
体
育
水
準
を
向
上
一
到
底
万
全
員
す
こ
と
が
で
き

一円

虜

恰

は

川

崎

げ

は

ほ

に

は

崎

陀

同

崎

明

。

-

酬

幅

一

所

に

直

接

影

響

し

て

き

ま

す

o

尊

い

一

票

を

棄

権

せ

ず

に

日

げ

い

お

駐

日

日

日

一

日

付

ト

議

ー

は

弘

日

付

一

討

取

引

お

け

訪

れ

一

土

地

区

画

整

理

事

業

軍

一

輝

選

一

正

し

く

、

明

る

く

行

使

し

ま

し

ょ

う

。

な

お

同

時

に

最

高

一

ま

た

と

な

い

好

機

で

も

あ

り

、

一
か
ら
御
協
力
を
お
願
い
し
て
お

一

t

」

謹

一

裁

判

所

督

官

(

五

人

)

の

国

民

1
査

も

行

わ

れ

ま

す

れ

口

十

一

一

パ

行

持

す

れ

品

川

該

当

MfFト

]

変

更

訪

日

ド

理

事
一
。

A
M
F
=一
年
五
月
+

L
削

除

髄

ttri--…
一

誌

は
j
dげ
は
じ

日

ご

し

銃

計

四

れ

れ

的

諒

一

日

守

口

町

碍

咋

理

委

7
1
1ぺ
げ

万

一

括

一

公

営

住

宅

の

入

居

者

を

募

集

一立

問

話

ト

詐

り

ド

一

四

日

か

ら

全

年

五

月

二

毘

一

闘

員

…

…
一
万
一
入
場
券
引
ぎ
し
た
場
一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

十
1

1

1

1

1

一

l
申

込

み

を

早

〈

|

一画
整
理
地
区
十
八
万
五
千
二
百
一
+
七
日
ま
で

一

瞳

目

立

は

は

刊

誌

は

刊

一

眼

高

詰

判

前

に

つ

い

で

話

出

…

恥

い

中

間

山

下

日

M
ト
日

ω吋
州

立

士

料

開

砧

均

給

鮮

高

内

鵠

詰

宅

時

弘

か

i

雨

溜

蝿

票
所
は
、
午
前
一
不
在
者
投
票
が
一
衆
議
院
議
員
選
挙
と
同
時
に

一わ
け
で
す
o

審
査
は
投
票
に
よ

一
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
や
め
さ
せ
一
北
中
団
地
に
公
営
住
宅
百
八
十

一

l
一
九
、
四
戸
連
棟
|
九
)
一
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
真
成
一
。
場
所

一

璽

翌

日

一

で

き

ま

す

一

時

間

耳

目

諮

問

一芸

誌

日

ほ

一

m
m
m
m
A探石
間
一
一
…
山
一
…
…
中
間

7
ザ

市

山

一

沼

耳

切

旦

日

馴

M
ト

制

問

ト

に

恥

立

富

市

役

所

区

画

整

理

課

仁

開

制

醐

倉
第

一
投
票
所
一
当
票
当
日
(
五
月
二
十
二
日
)
一
は
あ
ら
ゆ
る
法
令
処
分
の
憲
法
一
ま
す
。
投
票
の
前
に
は
審
査
公

一
せ
な
く
て
も
よ
い
わ
う
裁
判
一
望
者
は
申
込
書
に
記
入
の
上
、

一

家
主
月
額
九
O
O円

一抗

日

目

駐

日

付

一

分

譲

住

宅

問

戸

五

坪

、

敷

地

約

六

五

ぎ

の

住

湾
一
圏
園
長
室
長
一
出
稼
や
止
む
を
得
な
い
用
務
ま
一
に
反
し
て
い
な
い
カ
ど
う
か
決

一
報
を
よ
く
読
ん
で
判
断
し
て
い
一
官
の
欄
に

O
印
を
つ
け
た
り
し

一
市
役
所
建
築
課
に
五
月
二
十
四

一入
居
資
格

一関
係
で
、
当
初
計
画
と
相
違
し
一
近
、
く

完

成

宅

が

総

工

費
六
、
七
三
九
、
。

一
票
所
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
四
一
た
は
事
故
な
ど
の
た
め
、
魚
津
一
め
て
憲
法
を
か
ば
い
守
る
権
限

一
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
ま
す
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

一
日
ま
で
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

一

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

一
て
き
ま
し
た
の
で
、
土
地
区
画
一

一
0
0円
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で

魚

一

一

一

…

同

日

…

引

一

日

日

目

前

話

相

出

片

山

一

…

一

ト
市
民
一
年
一
昨
一
町
一
一
一
一
一
一
昨
一
七

一

¥

括

和

龍

一

一

一

一

一

日

一

①

関

駅

間

ザ

ぅ

一

叫

躍

中

山

訳

出

山

一

臨

時

…

…

…

一

一

一

一す
。
(
日

1
2近
い
分
譲
住

1
-一
耕

一

す

れ

ば

缶

詰

申

告

…

時

間

関

一

週

一

一

一

一

一

一

一

一

一

比

一

一

間

引

け

れ

山

市

山

町

民

一

一
一
一
一
一
…
…
…
…
一
一

一抑

制

覧

県

崎

浩

明

軍

一

刀

畿

騨

輔

か
ら
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
一
を
し
て
下
さ
い
。
る
た
め
国
民
審
査
が
行
わ
れ
る
了
草
=
車
や
荷
車
に
対
す
る
富
山
県
で
は
昭
和
二
十
四
年
金
の
た
め
で
は
な
く
自
分
の
財

一

者

一「

戸

毎

に

標

札

を

掲

げ

ま

し

ょ

う

」

頭

脳
闘

鴎

鵬

脳

髄

一区一
一一

税
金
が
な
く
な
り
ま
十
月
に
自
転
車
の
盗
難
を
防
止
産
を
保
護
す
る
た
め
の
登
録
で

一

な
お
前
月
号
の
広
報
で
吉
島

一

一

線
機
総
珊
掴
闇
圃
圃
・
爾
醐

望

し

た

。

す
る
と
芝

も

に

万

語

れ

て
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ
、
条
例

一
団
地
の
位
置
略
図
が
一
部
誤

一

市
内
居
住
の
皆
様
の
中
に
ま
一
協
力
願
い
ま
す
。
一
線

機

種

園

闘

関

=

自

転

車
荷
車
税
は
も
犯
人
を
早
く
捕
え
て
自
転
車
違
反
と
し
て
警
察
の
摘
発
等
を
一

っ
て
お
り
ま
し
た
。
次
の
よ

一
だ
標
札
を
出
し
て
い
な
い
方
、

一
I
l
l
lい
峰

崎

明

暗

一
級
船

縁

醐

闘

圃

圃

圏

闇

=

自

転

車

や

荷

車

の

所

一

う

に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
訂

一
叉
出
し
で
あ
っ
て
も
字
体
の
読

一

広

報

員

の

変

更

一総
闘

機
幽
圏

園

調

欄

騨

鯛

有

者

に

対

し

て

課

税

し

て

き

た

自

転

車

の

盗

難

を

防

ぐ

た

め

一

正

し

て

お

詫

び

し

ま

す

。

工

に

く

い

も

の

が

あ

っ

て

郵

便

一上
野
方

一

組

鱗

猶

醐

繍

魁

鵬

パ
い
い
け
江
諮
問
山
必
ず
登
録
を
一

i
泳

/

一九
日
詰
詩
型
諮
問
行
総
誠
一
一
一
瞬
湖
国
輯
鱒

増
加
し、

今
で
は
日
常
生
活
の
を
取
も
ど
す
た
め
い
富
山
県
自
受
け
な
い
さ
き
に
自
主
的
に
登
じ

¥ι
協
設
均
所

i院
議
員
の
総
選
挙
に
お
い
て
各

一

品

珪

十

脚

立

川

一

騒

脳

醐

醗

麟

必
需
品
と
し
て
自
転
車
を
持
つ
転
車
登
録
条
例
カ
制
定
さ
れ
ま
録
さ
れ
る
よ
う
お
奨
め
い
た
し
一
以
・
齢
者
ン

一
候
補
者
か
ら
選
挙
郵
便
物
が
差

一

喜

代

治

一

線

機

踊

翻

覇

よ
う
に
な
り
ま
し
た
o

ま
し
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
二
ま
す
。

一里

佳

髄

噂

，

M
一
出
さ
れ
ま
す
が
、
使
用
枚
数
に

一

室

一

;
i
l
i
-
-

最
近
で
は
自
転
車
の
利
用
が
増
年
四
月
に
は
登
録
証
や
登
録
番
な
お
登
録
事
務
は
従
前
ど
お
り
一

向

議

決

人

wv一制
限
の
あ
る
こ
の
郵
便
物
が
標

一

帯

ト

臥

す

ザ

精

一

臨

時

増

刊

号

発

行

し
、
こ
の
た
め
自
転
車

、

重

量

の
な
い
自
転
車
に

つ
い
て
市
役
所
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
瓦

i選
代

い

一札
が
出
て
い
な
か
っ
た
り
、
叉

一

震

源

三

北

山

H
清
河
善
て
」
の
号
は
、
豊
ま
で
義

に
対
す
る
課
税
が
制
定
当
時
の
は
貿
入
れ
、
譲
受
庁
、
質
受
け
が
手
数
料
と
じ
て
実
費
五

O
円
一
回

zxw拶
悌

一
は
っ
き
り
読
め
な
い
た
め
に
配

一

春

坪
野
H
島
沢
政
次
郎
一
が
発
行
さ
れ
で
い
ま
し
た
が
、

意
図
と
少
し
相
違
す
る
の
で
は
等
を
禁
止
す
る
等
、
更
に
登
録
を
要
し
ま
す
o

た
だ
原
動
機
付

一色

、

が

マ

如

、

一
達
先
が
判
ら
ず
差
出
人
へ
戻
さ
一

稗
畠
H
政
二
伝
四
郎
室
田
一
今
年
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
の
強
化
が
図
ら
れ
た
た
め
、
盗
自
転
車
は
軽
自
動
税
と
し
て
従

一
き

・

l
a

脅

一
れ
て
無
効

ιな
り
ま
す
の
で
、

一

川
開
削
孫
ト
山
一
時
間
一
剛
一
一
一
の
で
、
選
挙
と
農
業
特
集
と
し

さ
れ
、
そ
の
結
果
廃
止
さ
れ
た
難
件
数
も
減
り
、
ま
た
検
挙
率
来
ど
お
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
・
.
一
こ
の
際
是
非
わ
か
り
や
す
い
標

一

義
、
川
口
.茂
次
郎
、
黒
崎
幸
一
古
臨
時
増
刊
号
を
発
行
し
ま
し

も
の
で
す
0

・
も

高

ま

っ

て

い

ま

し

た

。

公

平

札

を

揚

げ

て

戴

き

ま

す

よ

う

御

一

次

郎

'

一た。
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国
体
は
盛
り
あ
が
る
熱
意
と
協
力
で

魚津市友道
中部印刷株式会社

臨時増刊号

募

金

に

御

協

力

を

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
も
同
時
に

あ
な
た
の
票
で
動
く
国
の
政
治

ー_..

歯

薗

4月の人口動態
世帯数 9.113世帯
人口 46.134人
出生 43人
死亡 22人
婚姻 25件
離婚 3件

投票時間

問

前 7時~後 6時。。

時

時

d
a
r
o
 

後

後

h
q

h

q

~

h

ゲ

~

h

q

h

q

o

h

q

h

q

h

q

h

q

h

q

h

q

h

q

h

q

h

q

h

ヴ

グ

グ

h
q

時

時

吋

4

門

4

前

前

票 時場所 |投投票区名 |投

魚津第一|村木小学校
第二|大泉寺。 第三|大町小学校。 第四|上口保育園

下 中 島|住吉小学校

上 中 島|上中島 。
松 倉第 一|白倉 9 

0 第 二|古鹿熊分校。 第'三|坪野 。
第四|松 倉 小学校

上 野 方|上野方 。
下野方第一|下野方出張所
第二|文化町会舘

片員第一|片貝小学校
第.ニ|山女分校。 第三|前東城青年倶楽部。 第 四|道坂親睦会舘

加積第一|加積小学校。 第二|上村木青年会舘
道下 '第一|道下保育園
第二|道下 小 学校

経団第一|経田出張所
。第二l大徳寺
天 ・ 州天神小学校

細西布施小学校

投票所と

票

ギ日西



(鱈続7年'月間)
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農) I (業)-一一一〈ーへ
今が田植えのまっさかり植える一本一本に四年続き

の豊作を祈って・・・・・・。

年々農業技術民改良が加えられ進歩しつつあります

が、稲作の管理などについて農業指導所にうかがって

この頁を農業特集としました。

米
作
魚
津
市
一

の
選
奨

報

早

、

中

生

と

晩

生

と

に

分

け

て

広市

-
予
備
審
査
に
合
格
し
た
も

の
に
つ
い
て
別
に
定
め
る

坪
刈
法
に
よ
り
収
量
審
査

を
行
う
。

4.
審
査
委
員
会
は
審
査
の
結

果
に
基
き
収
量
と
技
術
に

つ
き
表
彰
候
補
者
を
推
薦

す
る
。

、

O
表
彰

市
長
は
審
査
委
員
会
の
推
薦
-

に
も
と
づ
き
次
の
と
お
り
表

彰
す
る
。

第
一
部
ハ
早
、
中
生
種
)

一
位
一
点
二
位
一
点

第
二
部
(
晩
生
種
〉

一
位
一
点

.二
位
一
点

技
術
賞
三
点

努
力
賞
若
干

病

害

虫

愛

生

予

察

|
防
除
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
|

ち~

L 

水

稲

病

害

虫

に

は

ん

な

薬

剤

で

制
こ
と
し
は
害
虫
の
当
り
年
で
あ
ろ
う
か
?
い
も
ち
肋

m

病
や
枯
病
が
多
く
で
る
見
込
み
だ
と
の
こ
と
で
す
。

m

m

で
は
害
虫
に
は
ど
ん
な
薬
剤
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。
似

田
植
後
の
早
期
追
肥
は
一
週

間
以
内
に
し
、
反
当
硫
安
、
過

石
を
そ
れ
ぞ
れ
ニ
〆
か
ら
三
〆

を
混
合
し
て
追
肥
し
て
下
さ
い

こ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

L
い
づ
れ
も
水
溶
性
で
あ
る
か

ら
気
温
や
水
温
が
低
く
て
も

早
く
稲
に
吸
収
さ
れ
る
。

2.表
層
に
施
し
で
あ
っ
て
も
根

の
近
く
に
あ
る
の
で
早
く
肥

効
を
表
す
。

雪
山
硫
安
安
吸
っ
て
茎
葉
が
伸
び

る
し
、
過
石
を
吸
収
し
て
根

張
り
が
よ
く
な
り
分
け
つ
が

早
く
な
る
。

.基
肥
に
石
灰
窒
素
や
尿
素
を
一

使
っ
た
り
、
塩
安
で
全
層
施
肥

し
た
と
こ
ろ
、
耕
土
が
深
い
と

か
粘
質
等
で
初
期
生
育
が
遅
く

な
る
田
は
効
果
が
大
き
い
。

晩
期
追
肥
(
穂
肥
〉

の

意

義

こ
の
晩
期
追
肥
は
幼
穂
始
原

態
形
成
期
か
ら
出
穂
期
に
や
る

も
の
で
、

N
で
四

O
O匁
位
、

K
で
五

O
O匁
位
で
す
。
と
く

に
出
穂
期
に
近
く
な
る
程
量
を

少
く
し
て
下
さ
い
(
第
一
表
参
照
〉

晩
期
追
肥
の
利
点
と
し
て
は

ィ
、
無
効
に
終
る
茎
の
数
を
少

く
し
て
一
株
の
穂
数
を
増
す

ロ
、
不
稔
花
を
少
く
す
る
。

ハ
、
一
穂
の
頭
花
数
を
増
す
。

一
一
、
粒
の
充
実
を
よ
く
す
る
。

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が

稲
が
柔
弱
な
と
き
や
天
候
が
悪

い
と
き
は
施
さ
な
い
方
が
安
全

で
す
。
?
一
ゑ
阜
p
h
の
車
同
州

「
宙
技
期

開
園
T
有
効
茎
広
島
期

一
r

長
者
ふ
け
勺
期

同
防

d-↓議-詑一減

量

t

圃

T

幼
稔
荊
・
死
期

側
一
則
圃
一
宮
崎
世
主
目
前
一

寸-タ
l
-
F

出

税

期

泥
負
虫
と
一
緒
に
出
て
葉
を
切

る
が
、
こ
れ
に
も
B
H
C
が
よ

、、。
'uv

&
 

姫
葉
潜
蝿
ハ
ひ
め
は
も
ぐ
り
ぱ

え
〉
川
山
手
に
多
く
出
回
初
く
稲

の
葉
を
爪
で
撞
き
さ
い
た
よ
う

な
白
い
庇
を
つ
け
る
。
ホ
リ
ド

ー
ル
又
は
デ
ル
ド
リ
ン
が
良
い

粟
夜
盗
(
あ
わ
よ
と
う
〉

u
一

晩
で
稲
を
坊
主
に
す
る
程
食
荒

す
が
、

B
H
C
が
特
効
薬

あ
お
む
し
H
B
H
C
又
は
ド
リ

ン
剤
。
.

黒
椿
象
(
〈
ろ
ち
ん
ぞ
う
)

H

ホ
リ
ド
ー
ル
が
特
効
薬
で
あ
る

が
新
生
幼
虫
で
、
ま
だ
色
が
黒

く
な
ら
な
い
も
の
に
は
B
H
C

で
も
効
く
が
量
を
多
く
か
け
る

こ
と
1

二
化
娯
虫
(
に
か
め
い
ち
ゅ
う

〉
H
ホ
リ
ド
ー
が
の
一
斉
防
除

に
か
ぎ
る
が
七
、
八
月
頃
の
ご

化
期
の
も
の
に
は
E
P
N
が
よ

、Uウ
ン
カ
H

ヨ
コ
バ
エ
の
類
に
は

「
マ
ラ
ソ
ン
」
が
特
効
薬
一
般

の
「
ウ
ン
カ
」
に
は
B
H
C
で

も
良
く
き
く
。

葉
い
も
ち
病
日
セ
レ
サ
ン
石
灰

潅
排
水
操
作
に
つ
い
て

次
に
濯
排
水
操
作
に
つ
い
て

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
田
の
質

に
応
じ
て
適
当
に
濯
排
水
を
行

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

(
第
三
表
参
照
)

回
干
し
て
よ
い
回

的
紫
雲
英
が
多
い
。
例
堆
厩

肥
が
多
い
。
付
生
わ
ら
が
入

る
。
判
生
草
が
入
る
。
附
温

田
で
あ
る
。
付
粘
土
質
で
あ

る
。
川
よ
く
わ
く
田
で
あ
る

例
N
量
が
多
い
。

曲
川
よ
宮
宝
銘
叩

が
特
効
薬

ひ
っ
こ
み
ね
つ
H
田
を
干
す
に

限
り
、
田
を
干
し
て
中
の
「
ガ

ス
」
を
ぬ
く
。
葉
い
も
ち
が
必

ず
付
き
樋
う
か
ら
「
セ

ν
サ
ン

」
も
ま
き
ま
す
。

紋
枯
病
(
も
ん
が
れ
病
)
H
「

モ
ン
ゼ
ツ
ト
」
に
限
る
。

菌
核
病
(
き
ん
か
く
病
〉

H
小

粒
菌
核
と
小
黒
菌
核
と
あ
る
が

い
づ
れ
も
七
月
中
、
下
旬
「
ル

ペ
ロ
ン
」
石
灰
が
良
い
。

穂
首
い
も
ち
H
出
穂
直
前
と
穂

揃
い
に
「
ル
ベ
ロ
ン
」
石
灰
が

特
効
薬
。

3~ 

4子 主里里ぎ :2手
54) ).返ししし l u fF 

Wタ勿分ペ • J • .a閥~
…-F託生幼一芳 t 
オ老 控子ニエ
膏? 3t胃冒自
歳;京~，(ù_/，立

伶一鎌一水一耕一法一品川一冷水
被
害
田
の
対
策

ω間
断
濯
慨
に
切
り
か
か
る

ωピ一一
'
E
W
-
-小

l

ゑ
が
良
い

ωビ
ニ
ー
ル
分
数
板
を
利
用

す
る
。

田
干
し
し
て
あ
ま
り
効
果
の
少

い
場
合ω有
機
質
肥
料
の
施
用
が
少

な
く
て
余
り
わ
か
な
い
と

こ
ろ
ω砂
土
の
乾
田

ω少
い
肥
料
の
田

「
暖
冬
に
は
凶
作
」
「
大
雪

一
ヵ
類
」
の
多
い
こ
と
は
驚
く
程

年
に
は
豊
作
」
「
早
植
す
れ
ば

一
で
す
。
早
植
し
た
田
程
、
こ
れ

虫
が
つ
く
」
と
背
か
ら
言
い
伝

一
ら
の
虫
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、

え
ら
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
し

一本
田
の
田
植
を
終
っ
て
ほ
っ
と

し
ょ
う
か
月
今
春
の
田
畑
に
冬

一
し
た
今
日
で
も
、
害
虫
の
底
知

を
越
し
た
害
虫
が
例
年
よ
り
珍

一れ
な
い
倖
大
な
繁
殖
力
に
ょ
っ

し
い
程
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
と

一
て
、
昔
の
凶
作
が
た
び
た
び
繰

稲
作
の
病
害
虫
防
除
と
い
う
一
農
業
指
導
所

l
関
口
貫
一
く
に
、
「
ヨ
コ
パ
エ
」
「
ウ
ン

一
返
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
一
い
も
ち
適
期
決
定
圏
、
稗
畠
L

i

l
l
i-

-

i
l
l
-
-

一防
除
の
手
だ
け
は
特
に
ゆ
る
め

病
害
虫
は
年
に
よ
り
、
時
期
と
一
稗
苗
健
作
、
持
光
寺
|
窪
田
病
害
申
立
室
予
容
所

A
2
5虫
一
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
稲
の
早
植

場

所

に

よ

っ

て

著

し

く

違

う

の

一

久

次

郎

、

小

川

寺

|

入

井

秀

設

置

図

吹

か

!
一
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
被
害
を

で
こ
れ
を
適
期
で
経
済
的
こ
突
一
雄
、
農
業
共
済
組
合
|
真
下
J

主

zr竺受
け
易
い
病
害
虫
を
農
薬
6
上

t

一
隆
夫
、
農
業
指
導
所
|
小
坂
(
回
一
舟
崎
一

J

湯
一手
な
使
い
分
け
に
よ
っ
て
豊
作

施
す
る
た
.め
次
の
よ
う
な
予
察
一
正
作

'

/

一

句

史

i
q
a
一o
h
一
;
一
四
年
目
の
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う

事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
一
黒
椿
象
予
察
室
田
|
斉
木
隆

J
f
z号
J

一

で
は
こ
の
盟
国
虫
と
病
気
に
は

た

。

一

助

、

小

川

寺

|

坂

本

夏

、

¥

ー

し

む

iV4ど
の
よ
う
な
農
薬
を
使
っ
た
ら

こ
れ
は
病
害
虫
の
繁
殖
、
気
一
東
山

l
森

健

大

郎

ヘ

!

1

1

一

A
伺

;
s
M
q
一
よ
い
か
簡
単
に
述
べ
て
み
ま
す

一

戸

口

小

川

寺

一

h

i

/

防

山

一

-
象
農
作
物
の
生
育
等
の
状
況
を
一
う
ん
か
発
生
予
察
農
業
共
済
/
・lA
白小川今一金目向島
一/
町

一泥
負
虫
(
ど
ろ
お
い
む
し
)
H

魚
津
市
に
お
い
て
は
昭
和
二
一
て
い
ま
す
か
ら
多
数
出
品
し
て
一
調
査
し
て
病
害
虫
の
発
生
の
場
一
組
合
ハ
山
女
)
|
伊
藤
甚
桝
メ

J
年
先
守
¥
が
一
早
植
す
る
程
多
く
っ
き
、

B
H

十

八

年

以

来

水

稲

増

収

競

技

会

一

下

さ

い

。

一

一

・

1

j

/
一E
h
qん
辺

一

を
開
い
て
米
の
収
穫
量
の
向
上
一

O
参
加
資
格
の
条
件
一
所
や
範
囲
、
農
作
物
の
被
害
の
一
り
ん
ご
害
虫
発
生
予
察
吉
島

3
市

J

一C
が
特
効
薬

と
高
位
収
穫
技
術
者
の
露
呈
水
稲
三
百
歩
以
上
の
耕
作
農
一
程
度
等
を
予
察
し
病
害
虫
防
除
|
匝
巴

1

1

1

1

1

1

いは
|

|

L

国
同
以
降
げ
は
H

符
っ
て
き
ま
し
た
が
ミ
本
年
も
一
家
で
、
競
作
田
は
一
反
歩
以
一
関
係
者
に
情
報
を
提
供
す
る
も
一

l
U
U
M
U
Uい
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
U
Uい
い
い
川
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
|

引
続
き
次
の
要
領
に
よ
り
実
施
一
上
、
正
方
形
ま
た
は
矩
形
に
一
の
で
す
。
そ
し
て
適
確
な
情
報
一
錦
槻
噌
白
濁
翻
習
轟
頑
翻
宮
矧
趨
繍
廟
館
掘
調
恐
喝
醸
雌
暢
舗
醜
蝋
沼
臨
蹴
暗
唱
旗
揚
盟
臨

し
ま
す
か
ら
希
望
者
は
各
農
協
一
近
い
も
の
、
三
宮
内
で
各
一
を
迅
速
に
還
し
て
最
大
の
防
一
盟
お

J
ト
務
必
襲
警
長
樗
議
出
嵐
ぷ
騒

を
通
C
て
申
込
ん
で
下
さ
い
二
筆
同
一
耕
作
法
で
あ
る
こ
と
一
除
効
果
を
収
め
る
よ
う
努
力
す
一
回
嵐
官
路
島
国
蕗
民
間
野
錨
開
国
段
踊
斑
野
綾
慰
留
器
語
濃
密
濃
密
密
謡
器
密

今
年
は
特
に
平
、
中
生
種
の
一

O
審
査
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
才
か
ら
一
×
苗
代
|
田
植
|
稲
刈
と
く
り
か
え
さ
れ
る
稲
作
を
、
化
学
的
に
分
析
し
、
新
し
い
方
×

同
作
一
躍
今
一
一
一
一
話
一
一
一

L
律
一
議
松
山
訪
問
掛
川
一
関
係
者
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
一
以
法
で
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
、
現
在
の
農
業
の
大
切
な
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
以

降

F
Z栽
培

面

積

を

占

め

る

早

、

中

一

技

術

審

査

に

当

る

。

一

す

。

一

×

は

こ

こ

で

稲

作

の

管

理

に

つ

い

て

記

し

て

み

ま

し

ょ

う

o

×

調
剤
一
生
種
の
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
一

2.成
熟
期
前
に
お
い
て
検
見
一
二
化
慎
虫
予
察
吉
野
|
神
田
一

:
ア
、
米
の
増
収
量
の
増
加
と
生
一
ま
た
は
粒
数
調
査
に
よ
り
一
重
次
、
六
郎
丸
|
土
屋
政
雄
一
田
植
後
の
早
期
追
肥

一
産
の
安
定
を
期
し
た
い
と
考
え
一
予
備
審
査
を
行
う
。
一
撃
一
実
済
組
合
l
真

下

隆

夫

一

一

週

間

以

内

に

昆
凧
一
近
頃
の
魚
津
市
の
野
菜
作
り
は
て
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
場
の
要
望
等
も
あ
っ
て
夏
採
り
ウ
ス
三
反
、
ト
ン
ネ
ル
一
反
〉

4
d
一
極
め
て
不
振
の
状
態
で
す
。
そ
計
画
を
持
ち
よ
り
、
そ
れ
巴
基
野
菜
の
早
出
し
を
ね
ら
っ
て
ピ
胡
瓜

l
四
反
(
ピ
ニ

1

戸
ハ
ウ

一
の
た
め
市
内
に
お
い
て
容
易
に
ず
い
た
共
同
集
荷
に
よ
る
販
売
一
了
ル
温
室
や
ト
ン
ネ
ル
を
利
ス
一
反
)
茄
子

l
三
、
五
反
、

一
作
る
こ
と
の
で
き
る
い
ろ
ん
な
態
勢
を
確
立
し
た
わ
け
で
す
。
用
し
た
ト
マ
ト
や
胡
瓜
、
茄
子
(
ト
ン
ネ
ル

O
、
五
反
〉
西
瓜

一
野
菜
が
、
富
山
、

.高
岡
、
金
沢
そ
し
て
青
果
市
場
と
密
接
な
連
等
の
栽
培
が
非
常
に
盛
ん
で

一

ー

三

反

、

春

甘

藍

|

七

反

、

毒

行
一
そ
の
他
県
外
各
地
か
ら
高
い
運
絡
を
と
っ
て
収
穫
物
の
有
利
な
す
。
ト
マ
ト
等
は
選
別
を
厳
重

一

ー

ニ

反

、

ジ

ャ

ガ

イ

モ

!

一

三

培
一
賃
を
か
け
て
沢
山
入
荷
し
て
い
販
売
を
行
っ
て
会
員
は
常
に
お
に
し
、
荷
造
り
箱
に
宮
津
ト
マ

一

反

、

さ

つ

ま

い

も

l
一
五
反
、

町
一
ま
す
l

こ
の
よ
う
な
中
で
市
内
互
い
の
畠
を
見
廻
っ
た
り
、
集
ト
と
記
し
取
扱
業
者
の
信
用
を
獲

一

く

わ

瓜

l
一
反

5
一
の
特
異
な
存
在
と
し
て
、
宮
津
荷
さ
れ
て
来
た
野
菜
等
に
つ
い
得
し
、
有
利
に
販
売
す
る
計
画

山
一
部
落
の
野
菜
作
り
が
あ
り
ま
す
て
、
作
り
方
の
問
題
や
市
場
性
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
同
部
落
(
写
真
は
ト
ン
・

?
w
栽
培
〉

月
一
こ
の
部
落
の
野
菜
作

H

の
野
菜
作
り
の
悩
み

ー

で

に

対

す

る

熱

意

は

一

仲

び

る

宮

津

の

憎

い

誠

一

酢

小

と

し

て

畠

が

主

と

し

宇

一

極

め

て

盛

ん

で

、

従

・

-

~

て

山

手

に

あ

り

収

穫

年一

/
P
E、

3

性
を
も
っ
・

1
・

rτ
て
そ
の
発
展
ぶ
り

ω
野

菜

く

つ

り

で

八

物

の

運

搬

等

に

労

カ

3
一
に
は
目
ざ
ま
し
い
も

H
H
f
z

ザ

『

を

要

し

、

ま

た

水

田

荊
一
の
が
あ
り
、
周
囲
の
驚
嘆
の
的
の
問
題
に
つ
い
て
充
分
な
批
判
と
各
種
作
業
が
同
一
と
な
る
の

昭
一
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
三
検
討
を
行
っ
て
上
手
な
野
菜
作
で
、
農
繁
期
の
労
力
の
鞍
配
が

一
十
一
年
に
野
菜
作
り
を
取
り
入
り
を
す
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
難
か
し
い
こ
と
等
で
あ
り
ま

一
れ
、
有
利
な
農
業
経
営
を
目
標
お
り
ま
す
。
特
に
共
同
集
荷
を
す
。
今
年
の
六
月
に
は
夫
婦
同

り
一
と
し
同
志
十
数
名
が
結
束
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
僅
か
で
も
伴
で
高
岡
、
金
沢
の
ト
マ
ト
産

8-
一
宮
津
出
荷
組
合
を
組
織
し
ま
し
ど
う
い
う
野
菜
を
ど
う
し
て
束
地
や
市
場
等
を
貸
切
の
パ
ス
で

臼
一
た
。
従
来
は
個
人
が
思
い
思
い
ね
で
売
っ
た
方
が
最
も
喜
ば
れ
視
察
す
る
予
定
で
す
。
現
在
会

第
一
に
い
ろ
ん
な
野
菜
を
作
り
、
収
る
か
と
云
う
こ
と
も
市
場
と
関
員
は
十
三
名
で
、
作
付
さ
れ
て

(
-
穫
し
た
野
菜
も
各
自
が
ば
く
然
係
し
て
い
る
か
ら
自
然
と
判
る
い
る
主
な
野
菜
の
面
積
は
、

-
す
』
販
売
し
て
い
た
点
を
改
良
し
よ
う
に
な
り
ま
す
0

・
今
年
は
市
ト
マ
ト

l
六
反
(
ピ

-7
ル
ハ
w

第
二
笥
一=

の
時
間
前
迫
ぴ
る
と
倒
伏
の
も
と
ま

作
る
(
時
間
長
君
主
集
過
多
〉

倒
伏
稲
作
の
解
消
法

稲
が
倒
伏
す
る
の
は
地
上
第

一
節
と
第
二
節
聞
が
余
り
の
び

る
と
倒
伏
す
る
原
因
を
つ
く
り

ま
す
。
(
第
二
表
参
照
)
ニ
の

節
聞
を
延
ば
さ
な
い
コ
ツ
と
し

て
は
、

L
六
月
末
頃
に
窒
素
の
肥
効
を

お
と
す
よ
う
な
施
肥
法
を
す

る
0

2
早
植
え
と
早
期
追
肥
に
ょ
っ

て
早
期
に
有
効
茎
を
確
保
す

る。

払
六
月
末
に
強
い
回
干
し
を
す

る
。
(
中
干
し
と
い
う
)

ι
ニ
四
D
を
撒
布
し
て
除
草
と

と
も
に
無
効
茎
の
抑
制
と
茎

の
硬
化
を
図
る
。

ι病
害
並
び
に
虫
害
の
防
除
を

す
る
D

地

也

役

割

百
平
」
を
L
て
ζ

回
闘
争

ι
。
利
点

i
:
:
.
1叔
げ
削
減
J

る
そ
よ
く
ω
t
u
p
司令

明
、
リ
公
み
や
伊
豆

Y
よ
く
抵
の

Z

F
r照
、
絡
前
健
康
緋
パ
な
る

黒
椿
象
の
薬
剤
防
除
期
の
ね
ら
い

経二

川

は

ほ

団

四

」

崎

市

期

ー」
1

1

一越
冬
成
虫
で
飛
一

・ポ
リ
ド
l
w
紛
剤
、

B
H
C
粉
剤

一，
q
一

来

一

い

づ

れ

も

反

当

り

四

キ

-ロ

六

月

一

一

一

一

一

E

一
右
の
乳
剤
な
ら
一
、

0
0
0倍
液

一

下

一

交

尾

一

反

六

斗

一
上

一
産
卵
一
卵
に
薬
は
効
か
な
い

七
月
一
中
一
4

若
令
幼
虫

一d

ポ
リ
ド
ー
か
粉
剤

-
F

一
下
一
」
(
一
、
ニ
令
)
一」

ー

反

当

四

、

五

キ

ロ

一
上
戸
新
生
成
虫
一
}
パ
ホ
リ
ド
ー
ル
粉
剤
の
み

八
月
一
中

5

5

.
一
下
ニ
(
三
、
四
令
)
一
}
反
当
四
、
五
キ
ロ
ま
く

な
お
被
害
甚
し
い
地
帯
は
六
月
と
七
月
中
、
下
旬
と
八
月
の

三
回
撒
布
す
る
こ
と
c

ま
た
市
内
四
ケ
所
の
予
案
を
参
考
に
し
て
防
除
適
期
を
決
定

す
る
が
、
現
地
の
被
害
状
況
を
参
照
し
て
防
除
を
行
う
と
と
も

陀
田
の
水
を
よ
く
落
し
て
ま
く
。

~ 

四
つ
這
い
稲
作
の

解
消
に

2
4
D

ま
き
方
は

L
ニ
四
D
は
よ
く
水
を
落
さ
な

い
と
雑
草
効
果
が
お
ち
る
0

2
湿
田
や
雨
天
の
と
き
は
一
一
、

三
寸
の
深
水
に
し
て
水
中
二

四
D
で
ゆ
く
。

-
気
温
が
低
い
と
N
C
D
が
よ

-
U
 

t!. 

苫
表
四
『
率
格
咋
叩
解
協

国

期

布
hmi基
夜
4
h州

「
広
告
主
p

芭

胃
痛
{
品
名
教
訓

4
Z紬
悦
宮
干
五
同
首
M

A
P
-
技
場
B
A
巴

初
婚
M
M
川
政
期

へ
-
-
+
v
A
g
s
m
v

望号室
長厄勾
<-. '" 1. 

稲
の
葉
数
調
査
法

稲

の

葉

数

を

調

査

す

る

方

法

と

庇

ゑ

期

し
て
は
、
田
植
の
と
き
に
六
葉

i
l
-
-
r

の
先
端
に
イ
ナ
メ
ル
を
塗
っ
て
一
六
葉
が
白
な
ら
七
葉
が
赤
と
交

お
く
。
以
下
五
日
ご
と
に
調
べ

一
互
に
つ
け
る
と
わ
か
り
や
す
い

て
順
次
イ
ナ
メ
ル
を
つ
け
る
。

一

(
第
五
表
参
照
)

芳
五
表
田
植
通
期
の
苗
(
-
本
植
)

T
一
分
草

人
ザ
け
つ
の
出
方
同
五
日
ご
と
に
救
え
る


